
委 員 芝　　延欣

小西野々 兵頭　健生 委 員 松浦　　智

小 倉 郷良　和彦 委 員 布　　博文

岩 谷 渡邊　邦夫 指 導 員 井本　道雄

上 川 山下　展輝 鬼北町環境保全推進委員

小倉宮奥 増田　正孝 出目二区 渡邊　　甫 鬼北町交通安全指導員

興 野 々 善家　郁郎 指 導 員 渡邊　秀子

小倉宮口 芝　　　京 中 島 毛利つやえ 女性部理事 金子ひかる

小倉下住 岡部　覚志 峠 毛利　悠平 女性部理事 長尾　　優

山本　美保

小倉上住 芝　　伸行 出目本村組 水野　博光 女性部理事 岡本サカエ

小倉町１ 芝　　辰也 泉地区自主防災組織連絡協議会 女性部理事 行定　加寿

小倉町２ 西川　慎一 泉地区会長 山本　庸祐 女性部理事

小倉川崎 芝　　嘉彦 委 員 船田　悦子 女性部理事 横山　和子

小西野々下 竹場　敬一 委 員 芝　　修次 女性部理事 高木　和美

小西野々上 山口　純夫 委 員 竹場　敬一 部落理事 芝　　辰一

上川豊永 松岡　島夫 委 員 平野　邦彦 部落理事 東　　春人

上川本村 新家　裕之 委 員 山本　庸祐 部落理事 佐久間　優

上川市ヶ成 新倉　一明 委 員 渡邊　嘉則 部落理事 鬼塚　充浩

岩 谷 下 渡邊　邦夫 委 員 小川　　泉 部落理事 山本　幹雄

渡辺　安洋

岩 谷 上 渡邊　　一 委 員 松浦　　智 部落理事 中本　　誉

興野々中 行定　貴幸 鬼北町民生児童委員 部落理事 二宮　隆映

興野々東 稲垣　豊実 委 員 熊谷　昭博 部落理事

興野々寺 竹葉　周治 委 員 行定　士勇 部落理事 髙田　和夫

興野々芳 節安　道夫 委 員 山下　里美 女性部長 節安　ゆみ

出目二谷喜来 松浦　　智 委 員 山本　庸祐 会 計 中宇禰麻美

出目二新田 二宮　章治 委 員 松崎　展也 事 務 局 毛利　　巧

出目一中島 毛利つやえ 委 員 山下　展輝 副支部長 今城喜久生

交通安全協会泉支部

出目一峠 芝　　　正 委 員 布　　博文 支 部 長 新家　悦生

出目一４ 水野　俊英 監 事 蒲生　弘之

出目一５ 男武　　恭 泉公民館運営審議会

出目一２ 山本　克一 体育部長 井本　道雄

出目一３ 湯上　　律 監 事 赤松　研二

組　長 事 務 局 節安　武美

出目一１ 水野　博光 女性部長 赤松津多子

小西野々 奥藤　光明 支 部 長 山下　展輝

小 倉 郷良　和彦 副支部長 高田　展明

岩 谷 渡邊　邦夫 監 事 竹場　敬一

上 川 堀　　昌彦 老人クラブ泉支部

出目二区 渡邊　　甫 副 会 長 郷良　和彦

興 野 々 布　　博文 監 事 男武　　恭

1

区長会 泉自治会役員

出目一区 高田　悦夫 会 長 布　　博文
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役
員
の
皆
さ
ん

今
年
度
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

令
和
５
年
度
が
ス
タ
ー
ト
し
、
泉

地
区
組
織
で
あ
る
自
治
会
・
老
人
ク

ラ
ブ
等
の
役
員
が
決
定
し
ま
し
た
。

ま
た
、
各
部
落
の
区
長
・
組
長
等
も

決
ま
り
ま
し
た
の
で
紹
介
し
ま
す
。

（
敬
称
略
）

発行者

泉公民館

編集 毛利巧

℡ 47－0353
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本
年
度
は
コ
ロ
ナ
前
の
生
活
が
少
し
ず
つ
戻
り
始

め
て
い
ま
す
。
泉
公
民
館
の
新
た
な
組
織
の
も
と
で
、

学
習
や
交
流
活
動
を
通
し
て
地
域
の
つ
な
が
り
が
一

層
深
ま
っ
て
い
く
こ
と
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。
泉
地

区
の
ま
す
ま
す
の
発
展
と
地
域
の
皆
様
の
ご
健
康
と

ご
多
幸
を
心
よ
り
お
祈
り
し
、
退
任
の
挨
拶
に
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

今
年
度
、
宇
和
島
市
立
天
神
小
学
校
か
ら
転
任
し

て
ま
い
り
ま
し
た
。
明
る
く
元
気
な
子
ど
も
た
ち
と

過
ご
す
こ
と
が
で
き
、
毎
日
が
と
て
も
楽
し
い
で
す
。

こ
れ
か
ら
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

今
年
度
、
近
永
小
学
校
か
ら
転
任
し
て
ま
い
り
ま

し
た
。
伝
統
あ
る
泉
小
学
校
で
、
明
る
く
元
気
一
杯

の
子
ど
も
た
ち
に
囲
ま
れ
、
楽
し
く
勤
務
さ
せ
て
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
今
後
と
も
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

鬼
北
町
内
の
小
学
校
で
５
校
目
の
勤
務
と
な
り
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
の
元
気
一
杯
の
挨
拶
に
毎
日
元
気
を
も

ら
っ
て
い
ま
す
。
地
域
を
知
り
、
地
域
に
学
び
、
地
域
と

と
も
に
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
努
力
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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泉
公
民
館
長
と
し
て
、
４
年
間
務
め
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

１
年
目
は
地
区
の
文
化
・
伝
統
を
大
切
に
す
る
活

動
や
子
ど
も
た
ち
の
豊
か
な
成
長
を
願
う
活
動
な
ど

に
、
お
力
添
え
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
楽
し
く
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

２
年
目
以
降
の
３
年
間
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
に
よ
る
緊
急
事
態
宣
言
が
出
さ
れ
、
密
に
な

る
人
の
動
き
を
止
め
る
必
要
か
ら
、
公
民
館
の
出
入

り
を
控
え
て
い
た
だ
く
こ
と
を
お
願
い
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
事
態
に
な
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
感

染
予
防
の
た
め
に
公
民
館
活
動
が
制
限
さ
れ
る
中
、

「
ど
ん
な
こ
と
を
、
ど
う
し
た
ら
で
き
る
の
か
」
を

職
員
で
検
討
し
な
が
ら
、
考
え
ら
れ
る
事
業
は
で
き

る
限
り
実
施
す
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
多

数
の
住
民
の
皆
様
を
対
象
に
す
る
自
治
会
行
事
は
感

染
リ
ス
ク
が
高
く
、
中
止
せ
ざ
る
を
得
な
い
場
合
も

あ
り
、
寂
し
い
思
い
を
し
ま
し
た
。

様
々
な
活
動
に
お
い
て
、
老
人
会
の
皆
様
や
地
域

の
皆
様
、
各
種
関
係
団
体
の
皆
様
、
講
師
の
皆
様
、

子
ど
も
教
室
関
係
者
の
皆
様
な
ど
、
大
変
多
く
の

方
々
に
温
か
く
見
守
っ
て
い
た
だ
く
と
も
に
、
多
大

な
ご
支
援
を
い
た
だ
い
た
こ
と
を
心
よ
り
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
本
当
に

助
か
り
ま
し
た
。

4
月
か
ら
泉
地
区
の
職
員
が
入
れ

替
わ
り
ま
し
た
。

前
任
者
か
ら
皆
様
に
お
礼
の
あ
い

さ
つ
、
新
任
者
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
自
己

紹
介
い
た
し
ま
す
。

今
年
度
、
新
規
採
用
教
員
と
し
て
泉
小
学
校
に
赴
任

し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
と
と
も
に
学
ん
だ

り
遊
ん
だ
り
し
な
が
ら
、
毎
日
楽
し
い
一
日
を
過
ご
し

て
い
ま
す
。
地
域
の
方
々
に
も
優
し
く
声
を
掛
け
て
い

た
だ
き
、
と
て
も
嬉
し
い
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
泉
っ
子

に
負
け
な
い
く
ら
い
元
気
に
頑
張
り
ま
す
。
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

前
任
者
あ
い
さ
つ

新
任
者
あ
い
さ
つ

４
月
か
ら
泉
公
民
館
長
を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
く

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
「
公
民
館
活
動
と
は
何
か
。

何
が
で
き
る
の
か
。
何
を
求
め
る
か
。
」
地
域
の

方
々
の
ご
協
力
と
ご
指
導
を
頂
き
、
少
し
で
も
疑
問

を
解
決
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

初
め
て
泉
小
学
校
で
勤
務
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
に
学
校
の
こ
と
や
地
域
の

こ
と
を
一
杯
教
え
て
も
ら
い
、
キ
ラ
キ
ラ
し
た
笑
顔
が

毎
日
見
ら
れ
て
と
て
も
う
れ
し
い
で
す
。
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

二
宮

渉

（
前
泉
公
民
館
長
）

高
橋

哲
生

（
泉
公
民
館
長
）

福
鹿

巴
音

（
泉
小
学
校
教
諭
）

河
野

清
楓

（
泉
小
学
校
校
務
員
）

松
崎

展
也

（
泉
小
学
校
長
）

加
藤

史
峻

（
泉
小
学
校
教
諭
）

桐
島

光
司

（
泉
小
学
校
教
諭
）

４
月
か
ら
泉
小
学
校
放
課
後
子
ど
も
教
室
の
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
初
め
て
の
事
な
の
で
分
か
ら
な
い
事
ば
か
り
で

す
。
色
々
教
え
て
頂
き
つ
つ
、
サ
ポ
ー
タ
ー
さ
ん
に
協
力

を
お
願
い
し
つ
つ
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

清
岡

由
美
子

（
放
課
後
子
ど
も
教
室
）
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ふれあい農園事業「古代米づくり」が始まりました。この事業では児童が米作り体験を通して、

勤労の尊さを知り故郷の自然を愛する心を育てるとともに、地域の方たちとの交流を図ることを目

的として行っています。

泉公民館報 2023年（令和５年）４・５月号

老人クラブ泉支部、鬼北町農業公社、地域有志の皆さんに古代米

田植えに協力していただきました。また鬼北町農業公社の皆さんに

は畦塗り、代掻き、もち米の田植えもしていただきました。

ご協力ありがとうございました！

ふれあい農園事業「古代米づくり」

古代米づくりがスタート！雲一つない青空

の下、作業開始！種籾を撒いた後の覆土で使

用した道具にみんな興味津々でした。箱苗を

積み上げ、シートを被せて作業終了です。

４月13日（木） 播種・箱苗づくり

４月19日（水） トンネルづくり
シートをはがして苗箱を確認！赤米、黒米ともに発芽しましたが、赤米

があまり生長していない様子。この日は５・６年生が箱苗を泉小学校校長

住宅横へ移動させ、苗が大きく育つようトンネルづくりを行いました。

５月17日（水）古代米田植え
苗を田んぼまで移動させて、さっそく田植え開始です。説明を聞いた後、

児童たちは素足で田んぼに入り、一列に整列して校長先生の合図で後退し

ながら綺麗に植えていきました。30度以上の真夏日のなか、お疲れさまで

した。

５月２８日（日）今年度第１回目の泉地区統一環境美化デーが行わ

れました。

「ポーチュラカ」の植栽や沿道の除草作業が行われ、泉地区全体が

美しくなりました。

早朝より多くの方々に参加いただき、ありがとうございました。

いつまでも きれいな泉地区で



※あくまで予定ですので、急遽日程が変更される場合があります。

30日 クッキング教室

14日 納涼盆踊り大会実行委員会

22日 交通安全協会泉支部理事会 28～29日 たかのす学級野外キャンプ

 ４日 老人クラブ泉支部理事会

12日 泉自治会連絡協議会  ６日 老人クラブ泉支部クロッケー大会

７月

 ５日 老人クラブ泉支部理事会  ２日 広見川等統一河川清掃日

 ５日 泉自治会文化部会  ３日 泉自治会女性部会

4

６月

 ９日 交通安全協会泉支部五役会

19日 納涼盆踊り大会実行委員会

泉公民館報 2023年（令和５年）４・５月号

６月～７月の行事予定

４年ぶりに小学校と地域の

部の運動会が合同で開催され

ました。全てが元通りという

わけではありませんが、少し

ずつ活気のある泉地区に戻っ

ていると思います。

次は８月に納涼大会を予定

しています。こちらも無事に

開催して皆さんに楽しんでい

ただけたらと思います。(巧)

編集後記

４年ぶりの運動会

５月２１日（日）、４年ぶりに小学校と地域の合同での運動会が開催されました。出目

一区・二区・興野々の白チーム、岩谷・上川・小西野々・小倉の赤チームの２つに分かれ

て行いました。午前中のみの開催、地域の種目も３つと、全てがコロナ禍前のように戻っ

たわけではありませんが、皆さんスポーツを通じ親睦を深めることができました。

マレー で リレー

綱 引 き

みんなでジャンプ

大繩を２回跳んだ合計を競います。赤チームの１回

目がなんと４４回！２回目は疲れたのか０回でした…。
白チームも追い上げますが残念ながら４４回には届きま

せんでした。

マレーでボールを転がし、グラウンドを周回します。

選手の皆さんは６０歳以上ですが、年齢を感じさせな

い元気な走りを見せてくれました！

各チームの代表20名が綱を引き合います。試合後、

グラウンドには力強い足跡が残っていました。

両チームともにお疲れさまでした。

－

おめでとうございます！


